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１．１．日本を代表する高品質・高品位の資源（本物）を大事にし、活かし、新たな本物を産み出す日本を代表する高品質・高品位の資源（本物）を大事にし、活かし、新たな本物を産み出す
２．関西の本物を「関西ブランド」として国内外に発信２．関西の本物を「関西ブランド」として国内外に発信
３．関西が文化面を中心に日本を牽引する圏域へ３．関西が文化面を中心に日本を牽引する圏域へ

関西ブランド「ほんまもん」の創生支援と情報発信関西ブランド「ほんまもん」の創生支援と情報発信

「ほんまもん宣言」に即した

地域発意の取組

地域発意の取組のイメージ例

出典：豊岡市ＨＰ出典：近畿農政局

出典：ＪＡたじま

コウノトリ

出典：豊岡市ＨＰ

出典：豊岡鞄ＨＰ

無農薬農法等による
良質な餌の確保 無農薬農法の米

や酒をブランド化、
販売増

環境都市のイメージを
活かし特産品の鞄を

世界的にＰＲ

重要文化的景観で
ある水郷の水質浄
化の役割を果たす
ヨシ群落を適切に
保存

ヨシを原料とした名刺、
便箋等を開発

近江八幡の水郷 江州葭

出典：近江八幡観光物産協会 出典：湯浅観光協会、商工会

湯浅伝建地区

醤油産業

醤油発祥地と
歴史的街並み
を活かし、全国

醤油サミットを開催

概
要

【代表例】

支援策の立案・調整・充実

ものづくりまちづくり ひとづくり

「関西ブランド・ほんまもん」の国内外への戦略的情報発信

認定・支援

・助成、規制緩和
・支援策等に係るワンストップ相談センターの設置
・「ほんまもん」の情報データベースの整備 等

関西ブランド「ほんまもん」の範囲、求められる質等の条件、「ほんまもん」の継承と創出に向けた基本理念等を定める

「ほんまもん宣言（仮称）」の策定

認定の申請

関西の本物を「ほんまもん」に選定
地域の提案

市民の参画

本物の保全・継承 本物の活用

１．文化首都圏プロジェクト１．文化首都圏プロジェクト１．文化首都圏プロジェクト
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文化首都圏プロジェクト文化首都圏プロジェクト

本物を活かしたまちづくりの推進本物を活かしたまちづくりの推進

若手起業家育成を図る
インキュベータ施設

出典：奈良市中心市街地活性化基本計画

出典：国土交通省資料

・平城宮跡の保存・活用を図るための国営公園等の整備

・平城遷都1300年記念事業（2010年）を圏域一体となって支援

・記念事業を契機として、平城宮跡の保存・活用とあわせた
周辺のまちづくりを推進

平城宮跡を
活かした公園整備

平城宮跡

平城宮跡と周辺のまちづくりイメージ

ならまち

沿道景観整備

パークアンドバスライド

良好な景観の形成

中心市街地活性化

歴史的街並みの保存

回遊性向上

Ｐ＆Ｒ

出典：国土交通省
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広域ツーリズムの展開広域ツーリズムの展開

神戸
奈良

本宮

堺

和歌山

大阪

熊野

京都

白浜

高野山

那智大社

伊勢

那智
勝浦

国立・国定公園

世界文化遺産

特別名勝・特別史跡

歴史街道を中心に
した広域観光ルート

歴史街道を中心に
した広域観光ルート

熊野古道を中心に
した広域観光ルート

熊野古道を中心に
した広域観光ルート

広域観光ルートの整備、複数の観光地を組み合わせた広域観光ルートの整備、複数の観光地を組み合わせたPRPR・旅行商品化を図る・旅行商品化を図る「「広域ツーリズム広域ツーリズム」」の展開の展開

出典：国土交通省

Ｂ市

Ｃ町

Ｄ町

Ａ市
滞在促進
地区

周遊

周遊

周遊

観光資源を活かした観光商品の開発

観光案内・情報提
供の充実

移動の快適化

農業・漁業体験
交流メニューの
充実

泊食分離、共通
入湯券等
宿泊の魅力向上

「まちごと観光資源」の創出「まちごと観光資源」の創出

（広域観光ルートのイメージ）

概
要

【代表例】

１．１．単体の観光資源だけでない「まちごと観光資源」単体の観光資源だけでない「まちごと観光資源」等魅力的な観光資源の創出等魅力的な観光資源の創出
２２．．「広域ツーリズム」の展開による滞在型観光の推進「広域ツーリズム」の展開による滞在型観光の推進
３．３．関西観光プロモーションの共同実施関西観光プロモーションの共同実施

山陰海岸ジオパーク
国内初の世界ジオパーク
ネットワークの加盟を目指
して今年7月18日に申請

そぞろ歩きで
きる環境づくり

沿道の修景

ユビキタス環境の整備
による観光まち案内

キャッスルロード

鮒ずし等地域の食
文化の伝承・発信

彦根城

スミス公会堂

街なみと調和した
アーケードの整備

特産品の
販売、休憩所

彦根市の例

（観光圏の整備に向けた施策イメージ）

JR

高規格道路

熊野本宮大社

姫路城

天橋立

２．広域観光プロジェクト２．広域観光プロジェクト
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１．世界最先端の研究機能の活用により次世代産業を育成１．世界最先端の研究機能の活用により次世代産業を育成
２．才能ある人材が集まる「知の拠点」を形成２．才能ある人材が集まる「知の拠点」を形成

知の拠点・ナレッジキャピタルの形成知の拠点・ナレッジキャピタルの形成

ロボットテクノロジーの取組の推進

ロボット技術開発（事例） 【インテリジェント義手】

◆産学官が連携し、実用化に向けた実
証実験を実施（2006）

◆従来と比べ、軽量でより人間の手に
近い運動機能を有する義手の開発・実
証実験を行い、上肢切断者など利用者
のニーズを踏まえた製品開発

（民間、文科省、大阪府、同志社大）

「アジア太平洋研究所構想」の推進

◆アジア・太平洋地域のあらゆる情報を集めた拠点をつ
くる。 （類似例・・・・パリのアラブ世界研究所）

アラブ世界研究所

（アジア太平洋研究所推進協議会＝2008.４発足）

スーパースーパーバイオバイオメディカルクラスターの形成メディカルクラスターの形成

大阪
（彩都）

京都

医療機器に強み

海外のＢＭクラスター 関西その他のＢＭクラスター

神戸大学

スーパースーパー
ＢＭクラスターＢＭクラスター

道修町周辺に製薬企業群

駐在員の設置等
研究員の相互交流・共同研究等

ＳＰring８

Ｘ線自由電子レーザー
（ＸＦＥＬ 2010年完成予定）

創薬に強み

神戸医療
産業都市

再生医療に強み

次世代スパコン
（2010年一部稼働

予定）

血管再生治療の例

発生・再生科学
総合研究センター

京都大学

大阪大学

播磨科学
公園都市

出典：神戸市資料

オムロン、島津製作所
等のメーカー

医薬基盤研究所

出典：理研ＨＰ

概
要

【代表例】

大阪駅北地区

ﾅﾚｯｼﾞｷｬﾋﾟﾀﾙ
ｿﾞｰﾝ（約1.5ha）

３．次世代産業を創造する「知の拠点」プロジェクト３．次世代産業を創造する「知の拠点」プロジェクト

産学官の連携を活かした産学官の連携を活かした
「食の大学院」の設置「食の大学院」の設置
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１．１．国際競争力のある成長産業が集積した製造・物流拠点として国際競争力のある成長産業が集積した製造・物流拠点として充実充実
２．世界をリードする強くて美しいアジア・ゲートウェイエリアの形成２．世界をリードする強くて美しいアジア・ゲートウェイエリアの形成

広域的なゾーニングの設定広域的なゾーニングの設定

総合的な基盤整備により一層の企業立地を促進総合的な基盤整備により一層の企業立地を促進

夢洲

物
流

施
設

用
地

コ
ン

テ
ナ

タ
ー

ミナ
ル

臨海部物流拠点（110ha うちCT65ha）
（ロジスティクスセンター）
将来拡張エリア （60ha）

臨港道路等のインフラ整備
保税地域の指定
土地の諸規制の緩和

民間物流施設の立地支援

物流機能と流通・加工機能が分離 物流機能と流通・加工機能が隣接

内陸の物流拠点を経由し
た輸送

中間輸送を省略した
効率的な輸送

臨海部物流拠点 消費地
国内

東アジア
東アジア

国内
消費地

内陸
物流拠点

港湾ロジスティクスセンター

Ｂｅｆｏｒｅ Aｆｔｅｒ

コンテナターミナルと流通・加工機能が
一体となった物流施設を整備

中間輸送の省略による効率化

夢洲に夢洲に国内国内最大最大級級のロジスティクスセンターを整備のロジスティクスセンターを整備

港湾インフラ、緑地、交通インフラ、ウォーターフロ
ントの魅力を活かした居住・商業施設等を整備

堺第７－３区
「共生の森」構想

・先端産業、研究機関の集積促進
・住工混在の解消

サッカー・ナショナル
トレーニングセンター

参考：堺北エリア開発整備協議会、堺市HP

概
要

【代表例】

基幹工場

人工干潟

堺浜土地利用計画

基幹工場

緑地

ＬＲＴ

４．大阪湾ベイエリア再生プロジェクト４．大阪湾ベイエリア再生プロジェクト
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１．拠点性を高める陸・海・空の広域物流ネットワークを強化１．拠点性を高める陸・海・空の広域物流ネットワークを強化
２．２．関空・阪神港等の機能強化と併せて、輸出入手続の迅速化、港湾・空港運営の効率化関空・阪神港等の機能強化と併せて、輸出入手続の迅速化、港湾・空港運営の効率化

概
要

【代表例】

陸海空の陸海空の広域物流広域物流ネットワークネットワークの形成の形成

産業団地

遠洋漁業基地

※中部圏や中国・四国圏等隣接する圏域との
ネットワークも強化し、広域産業エリアを形成

◇関西各地に点在する物流拠点・産業団地等を高規格幹線道路でつなぎ、人・モノの効率的な移動を実現

出典 工場立地：各種新聞等、産業団地：近畿の企
業立地ガイド（近畿経済産業局）、流通団地：流通業
務団地として都市計画決定、遠洋漁業基地：中核第3
種漁港（ 利用範囲が全国的なもの）

夢洲

阪神港

関空

当面着工
しない区間

環状道路のミッシンクリンクの解消を図る環状道路のミッシングリンクの解消を図る

近年の大規模工場立地
近年のその他の工場立地
産業団地
流通団地

当面着工
しない区間

主な事業中の道路

主な調査中の道路

５．広域物流ネットワークプロジェクト５．広域物流ネットワークプロジェクト
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広域物流ネットワークプロジェクト広域物流ネットワークプロジェクト

◇ 大規模物流に対応した港湾整備
◇ 日本海側及び京阪神地域とを結ぶネットワークを整備
◇ ロシア・北東アジアルートの拡充

国際国際港湾港湾物流戦略の展開物流戦略の展開

北東アジア・ロシアの玄関口として北東アジア・ロシアの玄関口として
京都舞鶴港等を活用京都舞鶴港等を活用

舞鶴港

舞鶴港からシベリア鉄道を活用した輸送イメージ

ﾎﾞｽﾄﾁｰﾇｲ港 サンクトペテルブル
グ（ロシアの自動車

産業の集積地）

ｼﾍﾞﾘｱ鉄道で約25日

阪神港
海運利用で約40日

◇目標 世界トップクラスのコスト・スピード・サービスの実現
・ 港湾コスト ： 現状より約３割低減
・ リードタイム ： 現状３日程度を１日程度まで短縮

（シンガポール港と同レベル）

◇大阪湾諸港の一開港化の推進し、大阪湾ポートオー
ソリティの設立を目指す

約２日

●広域連携強化への支援

●２４時間ﾌﾙｵｰﾌﾟﾝ化への支援
（ゲート無人化等）

●船舶大型化対応
（１６ｍ岸壁整備）

●民間オペレーターへの支援

国際国際航空航空貨物ネットワークの強化貨物ネットワークの強化

関空空港

◇深夜早朝便を活用したリードタイム短縮

◇国際貨物ネットワークの強化
・国内最大の中国への貨物便ネットワークを活かし、

地方空港との連携を強化

現状の物流モデル 関空利用モデル

国内
空港

関空

成田

海

外

海

外

昼間

昼間

深夜早朝

リードタイム

リードタイム

・首都圏空港の混雑状況と機能補完
・リードタイム短縮、輸送品質向上、在庫コスト削減
・SCMの２４時間化実現

AM PM 深夜 AM PM

【２４時間化されていない他空港の場合】

【関空活用の場合】

深夜便 朝取引出荷 最終目的地

翌日便待機保管 翌日始発便 最終目的地出荷 午後取引

リードタイム短縮

２２時間短縮（関空ー上海）
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■世界最大級の大規模太陽光発電所の
設置 （約10MW）

■ＬＲＴ新線の整備と街なかを乗り継げる
レンタサイクルシステムの構築 等

■四条通のトランジットモール化を中心にTDM施策の展開
による歩行者中心のまちづくり

■「DO YOU KYOTO?」を合言葉としたライドダウン等の
市民の自発的行動の展開

■コンビニ深夜営業等ライフスタイルの見直し 等

フォーラムの開催

・関西の先進的な取組を
国内外に発信

・各府県やセクター別の
削 減状況をモニタリング

・国、府県等の地球温暖
化対策の取組を共有

（検討中）

京都市の取組の広域展開

出典：京都ＣＯ2削減バンクＨＰ

堺市の取組の広域展開

出典：首相官邸地域活性化統合本部環境モデル都市提案リスト

次世代エコ自動車に対応した充電
インフラ、水素ステーション、バイ
オエタノール供給スタンド等の整
備について戦略的に支援

ポイント利用で
地域活性化

太陽光発電導入によるポイ
ント付与、ポイント利用によ

る家計への負担軽減

ｶｰﾎﾞﾝｸﾚｼﾞｯﾄを購入し、
府条例に基づくCO2削減

計画にカウント

「DO YOU KANSAI?」
を目指し

広域的な対策を検討・
調整する組織の設立

１．ＣＯ１．ＣＯ２２排出排出量量削減削減に関するに関する広域的な広域的な取組取組のの推進推進
２．広域連携による適正な資源循環の推進２．広域連携による適正な資源循環の推進

関西の先進自治体の取組関西の先進自治体の取組のの
広域展開広域展開

次世代エコ自動車の次世代エコ自動車の
インフラ整備支援インフラ整備支援

各機関の取組の共有各機関の取組の共有 エコポイント制度エコポイント制度の広域展開の広域展開

近畿４県で、森林整備、里山整備、市街地緑地整備、森
林環境教育・研修を目的とした森林環境税を導入済み

森林保全を目的とした森林保全を目的とした
税の活用税の活用

【代表例】

概
要

環境モデル候補都市の先導的な取組を
圏域、全国、世界へ発信

「エコポイント」の導入により家庭での省エネ・新エネ
ルギーの取組と企業のカーボンオフセット・ＣＳＲの
取組を促進し、ＣＯ２削減と環境意識の向上を図る

水素ステーション

６．ＣＯ２削減と資源循環プロジェクト６．ＣＯ２削減と資源循環プロジェクト
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生態系の保全・再生

水面の創出、流量の確保

水質の改善

閉鎖性水域環境の改善

森林の維持・保全

人と河川・水辺とのつながりの回復

みずべプロムナードの整備舟運の復活

・全体の目標設定と明確な役割分担の下に
事業の実施・展開

（「大阪湾再生推進会議」等を活用）

大阪湾再生行動計画に定める目標
（例）
・底生生物が生息できる水質
底層DO（溶存酸素量）5mg/L以上(当面は3mg/L以上)
・生物の生息・生育に重要な場の再生

海域の水産資源の回復

固有種の保存

イタセンパラ

ビオトープの形成

大阪湾へ流出する許容流出負荷量の目標値
（大阪湾流域別下水道整備総合計画）
CODの場合
(現況)265t/日→(H37)135t/日

大阪湾の環境基準の達成

出典：国土交通省

出典：国土交通省

１．大阪湾・琵琶湖等の水環境の再生１．大阪湾・琵琶湖等の水環境の再生
２．生物の移動経路の連続性等が確保された水と緑のネットワークづくり２．生物の移動経路の連続性等が確保された水と緑のネットワークづくり
３．３．水辺・緑地等の整備による人と自然のふれあいを確保水辺・緑地等の整備による人と自然のふれあいを確保

大阪湾・琵琶湖等の水環境の再生大阪湾・琵琶湖等の水環境の再生、水とのつながりの回復、水とのつながりの回復

瀬田川瀬田川 散策路散策路（（大津市大津市））

水資源開発施設の弾力
的運用

藻場の整備

田上山百年の森づくり田上山百年の森づくり））一庫ダムのフラッシュ放流一庫ダムのフラッシュ放流

阪南市・岬町地先

市街地排水浄化対策

伯母川ビオパーク

ヨシ原の再生

下水処理水を活用した
「せせらぎ」の創出

京の川再生京の川再生（（堀川堀川））

干潟の整備

堺第２区イメージ

瀬戸内海里海再生

魚礁の整備
琵琶湖・淀川流域圏再生

大阪湾の再生

関係機関と連携を図り
ながら実施
・琵琶湖再生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
・外来種対策ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
・ｱﾕﾓﾄﾞｷ生息地保全

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
・芥川再生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

【代表例】

概
要

７．水と緑の広域ネットワークプロジェクト７．水と緑の広域ネットワークプロジェクト

出典：国土交通省
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自然公園

国立・国定公園

・大台ケ原自然再生事業（環境省）

・琵琶湖森林づくり基本計画
・里山リニューアル事業 (滋賀県）

・里山林機能回復整備事業（奈良県）

・「企業の森」育成支援事業
・紀の国森づくり基金活用事業
（和歌山県）

・新ひょうごの森づくり（兵庫県）

泉佐野丘陵部緑地

尼崎21世紀の森

（参考）近畿圏の都市環境インフラの将来像図

中環の森

堺共生の森

淀川河川公園

・生物の移動経路の連続性やまとまりのある緑地の確保の観
点から水と緑のネットワークを総点検
・各地域において関係主体が目標生物の特定とネットワーク
づくりの優先順位付け

・モデルフォレスト運動
・広葉樹の輝くふるさと

モデル林整備事業（京都府）

・アドプトフォレスト
・生駒の森運営協議会（大阪府）

・六甲山系グリーンベルト整備事業
（近畿地方整備局）

（和歌山県森林整備課HP）

（琵琶湖森林づくり基本計画）

出典：大阪府作成

出典：兵庫県ＨＰ

住民、企業、ボランティア等と行政との協働による多面的な森林機能を保全

手入れされず荒廃した人工林
（和歌山県HP）

生物の移動経路の連続性等が確保された生物の移動経路の連続性等が確保された
水と緑のネットワークづくり水と緑のネットワークづくり

「緑のヒンターランド」の保全「緑のヒンターランド」の保全

水と緑の広域ネットワークプロジェクト水と緑の広域ネットワークプロジェクト
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１．関西の成長を牽引する賑わい機能を京阪神の個性を活かしつつ向上１．関西の成長を牽引する賑わい機能を京阪神の個性を活かしつつ向上
２．都心居住の推進等、新たな賑わいを定着させる生活環境づくり２．都心居住の推進等、新たな賑わいを定着させる生活環境づくり

京都駅

京都
御所

山科

二条城

異国情緒あふれるデザイン都市異国情緒あふれるデザイン都市
神戸神戸

古都の趣を残す都市古都の趣を残す都市
京都京都

・都心に多い京町
家の保全・利活用

海外・他圏域からの人・情報等

関西に関西に
効果が波及効果が波及

・ウォーターフロントの再生

大阪

京都神戸

・新景観政策の取組
高さ規制の大幅な見直し
や眺望景観の確保、無
電柱化の推進等

・外国人も住みやすいまちづくり

神戸外国人居留地
出典：京都市ＨＰ

町家密度：京都市・立命館大学
合同調査（H15 ～16年）より

新たな価値を創造する水都新たな価値を創造する水都 大阪大阪

都市間・他圏域との都市間・他圏域との
ネットワーク強化ネットワーク強化

関西に関西に
効果が波及効果が波及

個性ある大都市が近接する
世界に類例を見ない都市圏

ネットワーク強化ネットワーク強化

神戸・南京町

概
要

【代表例】

複合商業施設の開発 都心ウォーターフロント

八軒家浜

中之島公園大阪市中央卸売
市場前船着場

江之子島開発

道頓堀川水辺整備

水の回廊水の回廊

・最先端の人・情報・技術・知識が集い
交流し、新たな価値を創造する拠点
の形成

・ビジネス拠点へのアクセス向上のた
めの新駅の設置や関空との直通便
の運行

新たな賑わいの創出・新たな賑わいの創出・大阪駅北地区大阪駅北地区

・防災性を高め、まちと河川の一体化
を促進するみどり豊かな水辺整備

都心の潤いの創出都心の潤いの創出・水都大阪の再生・水都大阪の再生

・花と緑があふれ美しい光
に彩られる水の都の実現

桜の会・
平成の通り抜け

出典：大阪ブランド戦略ＨＰ

堺

８．関西を牽引する賑わい創出プロジェクト８．関西を牽引する賑わい創出プロジェクト
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１．１．都市との共生・対流促進、地域資源の再発見と高付加価値化都市との共生・対流促進、地域資源の再発見と高付加価値化
２．広域連携により都市的サービス、生活サービスを確保する広域生活圏の形成２．広域連携により都市的サービス、生活サービスを確保する広域生活圏の形成

概
要

【代表例】

９．農山漁村活性化プロジェクト９．農山漁村活性化プロジェクト

大都市住民の農大都市住民の農山漁村山漁村滞在・体験機会の拡大滞在・体験機会の拡大 特産品の高付加価値化・販路拡大特産品の高付加価値化・販路拡大

滞在型市民農園
（兵庫県篠山市）

兵庫県ＨＰ

あすか夢耕社ＨＰ

大都市と農山漁村の近接

農商工連携の取組農商工連携の取組を促進を促進

木の伐採から工務店販売までの一貫体制を確立

○林業－乾燥業－製材業－輸送業－販売業

◆木の伐採から近畿圏の建築用構造材販売ま

での事業者連携による受注生産販売の一貫体

制を確立

◆新乾燥技術と連携効果により、国産木材の品

質を高め、輸送コストの安定化を加え、価格の

安定化を実現
中核団体：㈱理創

注：●は人口30万人以上の市を示す

（平成17年国勢調査）

棚田ｵｰﾅｰ制の導入
（奈良県明日香村）

・先行取組地域のノウハウの共有化
・交流サイトの構築、現地体験ツアー等による情報発信
・交通ネットワークの整備による大都市からの２時間圏域の拡大

「水源の里条例」の制定
（京都府綾部市）

フキノトウ
つみツアー

トチの実を使った
とちもちづくり

・いわゆる限界集落を対象に、
主体的な特産品作りなどの取
組を支援

特産品の開発
（北山村）

じゃばらを使った
商品を開発

・じゃばら栽培は北山村を過
疎から守る産業になりうるとし
て、８年以上かけて特産品化

・現在は、TV放映等により予
約が殺到し、生産が需要に追
いつかない状況。年間売上は
1億円超

（大阪市）
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公共交通網の確保

遠隔医療

各市町村・集落が必要な都市・生活機能をフルセットで
もたず、地方中心市等へ集約化又は都市機能を分担

交通・情報通信基盤の整備等ネットワークの強化

地域リーダーの育成地域リーダーの育成

・文化政策・まちづくり大学院大学（通信制）の開設
等により、企業・行政OB等の中から、経営感覚の

ある地域・コミュニティづくりのリーダーを育成

地方中心市

広域生活圏のイメージ 政令市・中核市

農山漁村集落

市町村

市町村

市町村

市町村

救急・高度医療、高
等教育、基幹産業、
大規模商業・娯楽等
都市機能の集約化

都市機能の分担

農山漁村集落

農山漁村集落

診療所、介護施設、
初等教育、集会所等
生活機能の集約化

分かりやすく、使いやすい公共交通の実現（京丹後市）

・上限２００円バスの導入により利用者が大幅に増加
・対象路線を市内全路線に拡大

対前年
乗車人員 約１．９倍
運賃収入 約１．３倍

※H19.9時点における前年との比較

遠隔医療の推進 へき地診療支援（和歌山県）

※ブロードバンド基盤整備５カ年計画（～2010)
ほぼ県全域で超高速インターネットが利用可能に

・高齢化に伴い増加する疾患の放射線画像
および超音波静止画像を専門医が診断・助言
・在宅療養者へのテレビ電話による医療指導

13

地方中心市における中心市街地活性化地方中心市における中心市街地活性化

農農山山漁村漁村活性化活性化プロジェクトプロジェクト

和歌山県白浜はまゆう病院の例

農山漁村集落の生活を重層的に支える農山漁村集落の生活を重層的に支える広域生活圏の形成広域生活圏の形成
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関西関西全域で全域で第三次救急医療第三次救急医療機関の医師による治療が３０分以内で開始できる体制の構築機関の医師による治療が３０分以内で開始できる体制の構築

第三次救急医療機関までの搬送時間を短縮第三次救急医療機関までの搬送時間を短縮

◇京奈和自動車道の開通により
３０分圏域が拡大

紀北地域
現況(H10)
将来
第三次救急医療機関
京奈和自動車道

紀北地域のほぼ全域が
３０分圏域に！

第三次救急医療機関から３０分圏域

出典：国土交通省作成

各府県内で患者の受入先
が見つからない救急車

受入先の紹介
を要請 広域搬送調整

拠点病院

搬送先の指示

※周産期医療における例
要請、指示は各拠点病院間を通じて行われる

府県府県間の連携による間の連携による広域搬送調整拠点病院広域搬送調整拠点病院のの設置設置

大阪大学病院

和歌山医大病院

B

A

A 和歌山県立医科大学付属病院から３０分の
運行可能圏域(３０分で１００ｋｍ) 

B 大阪大学病院から３０分の運行可能圏域
(３０分で１００ｋｍ)

第三次救急医療機関

第三次救急医療機関から
３０分圏域

上記以外のうちドクターヘリ
が運行している圏域

第三次救急医療機関までの搬送圏域を拡大第三次救急医療機関までの搬送圏域を拡大

出典：和歌山県資料、NITASより作成
[現況] 2004年3月末道路ネット、

H12国勢調査を基にしたメッシュ人口

ドクターヘリ出動件数
（平成１９年度）

和歌山県 ３７９件
大阪府 １２件

（H２０．１．１６～運用開始）

概要

【代表例】

30分圏

15分圏

◇ ドクターヘリの充実・環境整備
・高速道路など着陸場所の確保
・夜間飛行（定点飛行）の確立
・ブロック単位での共同運用

１０．広域医療プロジェクト１０．広域医療プロジェクト
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１．１．様々な自然災害に対応した防災・減災対策様々な自然災害に対応した防災・減災対策
２．基幹的広域防災拠点の整備２．基幹的広域防災拠点の整備等による等による広域防災・危機管理体制の確立広域防災・危機管理体制の確立
３．広域防災力の向上３．広域防災力の向上

基幹的広域防災拠点の整備基幹的広域防災拠点の整備

広域防災情報の共有・発信広域防災情報の共有・発信

・防災体制の要となる基幹的広域防災拠点の整備

・関係自治体からの防災情報の一元化
・被災地への救援物資の効率的な配給

・国の機関と自治体等との映像・画像等の情報に関する通信環境の強化

・管内ＣＣＴＶを自治体等から自由に選択できる環境の構築
・自治体が収集する映像・画像情報の受信環境の構築
・ヘリテレ映像配信システムの充実

大阪駅北地区

堺2区

三木総合防災公園

大手前合同
庁舎付近

山城総合運動公園

神戸東部臨海部地区

高次支援機能

司令塔機能

出典：中央防災会議

戦後最大規模の洪水に耐えうる河川戦後最大規模の洪水に耐えうる河川整備整備

上野遊水地

治水施設の整備
・堤防強化対策の推進
・引堤、河道掘削による流下能力の確保
・貯留施設の整備（遊水地、ダム等）
・地域特性に応じた治水対策（輪中堤等
による水防災対策事業）の推進

【代表例】

概
要

近畿情報ネットワーク
（イメージ）

新居遊水地

小田遊水地

木興遊水地

長田遊水地

１１．広域防災・危機管理プロジェクト１１．広域防災・危機管理プロジェクト


